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“日本女性会議”を知っていますか？

「日本女性会議」とは、男女共同参画社会の
実現に向けた課題の解決策を探るとともに、参
加者相互の交流促進や情報のネットワーク化を
図ることを目的とした、国内最大級の大会です。
昭和59（1984）年に、第1回大会が名古屋市
で開催されて以来、全国の各都市で、それぞれ
のテーマ・スローガンを掲げ、開催されてきま
した。
今年、令和７（2025）年は奈良県橿原(かし
はら)市にて10月３日～５日の３日間の日程で
開催されます。テーマは「日本国のはじまりの
地から未来へ～多様性を認め合う社会の実現
を～」です。

なぜ、橿原市で開催するのか。ここで、橿原
市からメッセージ要旨を紹介します。
「奈良県橿原市は、日本初の都「藤原京」の造
営や「大宝律令」の制定など、1300年以上前
に日本が国家としての体制を確立した「はじま
りの地」とされています。
そして驚くべきことに、この歴史的転換期を
支えたのは、時代を牽引した情熱あふれる女性
たちでした。持統天皇をはじめ、政治や文化に
大きな影響を与えた女性たちが数多く活躍し、
その姿は「日本書紀」や「百人一首」などにも
描かれています。
一方で、歴史に名を残した女性たちの活躍と
は裏腹に、現在の奈良県は女性の就業率が全国
最下位であるなど、ジェンダー格差の問題を抱
え、固定的性別役割分担意識が根強く残ってい
ることや、男女ともにワーク・ライフ・バラン
スの実現に困難を感じている状況が続き、日本
全体で課題となっているジェンダー平等の実現
においても、奈良県はさらに遅れを取っている
のが現状です。
現在、この地で女性活躍や男女共同参画に課
題を抱える奈良県が、第40回日本女性会議
2025橿原を開催することは非常に意義深いも
のです。歴史的な背景と現代の状況を照らし合
わせ、女性がいきいきと活躍できる社会の実現
に向けた未来の一歩をともに踏み出しましょ
う。」

これらのメッセージには、歴史において女性
たちが果たしてきた重要な役割に注目し、現在
の社会課題と結びつけて考える姿勢、奈良県が
抱えるジェンダー格差の課題に真剣に向き合い、
多様な主体の協働による解決の必要性を訴える
視点、男女共同参画やワーク・ライフ・バラン
スの改善を通じ、生き生きとした社会を構築す
る使命感が込められています。
橿原市の言葉には、過去の教えを学び、すべ
ての人が生き生きと力を発揮できる社会を一緒
につくっていこうという希望が込められている
のだと感じます。

栃木県内での開催は、これまでに平成８
（1996）年に第13回日本女性会議が宇都宮市、
平成31（2019）年に第36回日本女性会議が
佐野市（台風19号の影響で開催中止）でした。
来年は開催せず、令和９（2027）年に香川
県丸亀市で開催されることが決定しています。
機会がありましたら、ぜひ皆さんも参加してみ
てはいかがでしょうか。

出典 日本女性会議２０２５橿原ホームページ（https://joseikaigi-kashihara.jp/）
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